
  

■ はじめに 
システムが周囲の人の体形を表す全身の人体寸法を

実時間・非接触で認識することができれば、周囲の人を体
形により識別したり、その人の体形に合わせた服や装着
品を選んだり、その人の体形から判別される属性(大人子
システムは、人を観察し続けてその人の活動ログを記録し
たり、その人の手の届く範囲を理解して補助をするような
次世代のアシスト技術において重要な役割を果たすと考
えています。 

我々は産業技術研究所デジタルヒューマン工学研究セ
ンターが有する人体寸法データベースと距離画像センサ
を組み合わせ、少数の計測項目から多数の人体寸法項
目を推定する手法を開発しています。 
 
■ 活動内容 
１．人体寸法推定システム 

産業技術総合研究所の有する人体寸法データベース
から、身長や体重など全身寸法のうちの52項目を選定し、
このうちの4～6項目の計測寸法項目から重回帰分析を用
いて元の52項目を精度良く推定可能な回帰式を導出しま
した（第1 主成分の96%、第2 主成分の83% を説明可
能）。 

次に、これらの計測寸法項目を距離画像センサの前で
ポーズを取り得られた距離画像から精度良く計測する手
法を開発しました。 

成年男子を対象とした精度検証実験では、身長で２％、
体重では１０％程度で推定しました。今後年齢層を拡大し、
ポージング不要となるように改善を図ります。 

 
２．人体寸法推定システムの利用 

本システムを利用することで、対象者に合わせたサービ
ス提供を行うことが可能となります。 

例えば、「上肢挙上指先先端高」と定義される、直立立

ちして手を真上に伸ばした状態における床面から指先ま

での長さを推定することで、対象者がどの高さまでの物体

を掴めるのか推定できます。  

また、「上腕長」「前腕長」といった人体寸法項目と、画
像処理技術を組み合わせることで、対象者の把持状態の
推定や把持物体の情報抽出が可能となります。これらの
情報は人の把持モデル生成や行動認識などへの応用が
可能です。 

■ 関連情報等（特許関係、施設） 
●日本人体形データベース（RIO-DB から無償公開中） 
●体形データの相同モデリングソフトウェア HBM 
(有償販売） 
●３次元体形データの統計処理ソフトウェア HBS 
（有償販売） 
●人体寸法データからの３次元体形復元技術（応相談） 

情報通信技術 

少数の計測項目からの全身の人体寸法推定 
 

図１ 距離画像から計測する寸法項目の候補 

図２ 計測寸法項目の人体特徴点の抽出 

図３ 把持物体抽出例 
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